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これからの薬局の定義

調剤を行う場所

調剤の業務並びに

薬剤及び医薬品の適正な

使用に必要な情報の提供

及び薬学的知見に基づく

指導の業務を行う場所

薬機法：医薬品、医療機器等の品質、有効性及び安全性の確保等に関する法律

2020年9月
改正薬機法施行



薬中心の業務（対物業務）

・処方せん受取・保管

・調製(秤量、混合、分割)

・薬袋の作成

・薬剤監査・交付

・在庫管理

患者中心の業務（対人業務）

・処方内容チェック

(重複投薬、飲み合わせ)

・医師への疑義照会

・丁寧な服薬指導

・在宅訪問での薬学管理

・副作用・服薬状況の

フィードバック

・処方提案

・残薬解消

・他職種への情報提供・連携

これからの薬剤師の業務

「物から人へ｣



➤玉川地域、砧地域、烏山地域にまたがる薬剤師会

➤会員数：167名（2023年2月末現在）

★会員がいる薬局を、

あんしんすこやかセンターの
区割りに従って、班分け

★地区連携医の制度に倣って、
地区ごとに担当薬剤師を配置

世田谷区HPより(2023.03.05)



玉川地域

• もともと医師会、歯科医師会、薬剤師会の連携

が構築されていた地域

• 三師会とあんしんすこやかセンターの管理者が

｢玉川地域つながる会｣を組織し、定期的に会議

や研修会を実施

• あんしんすこやかセンターによる多職種連絡会の

案内が薬剤師会に届くため、薬局薬剤師の参加も

増えており、薬剤師の業務についてプレゼンする

機会もいただいている



玉川地域つながる会 からお薬手帳用連絡カード

あんしんすこやかセンターの管理者から

「お薬手帳の認識や保有率が高いので、手帳を見て

その患者の担当者が分かればお互いに連携につながる」

との意見があり、薬剤師会が担当者一覧のシールを作成した

あなたを支える医療・介護のケアチーム





薬局ではこんな活用をしています

•新規でお薬手帳を作成した患者さんに手帳カバーと連絡カードの

３点セットで渡す

•居宅訪問時にお薬手帳に挟む

•訪問介護や訪問診療が始まったばかりの患者さんや家族に渡す

•患者さん本人ではなく、ヘルパーさんが処方せんを持って薬局に

薬を取りに来られるなど、患者さんと直接コンタクトを取りづらい

ケースで活用してもらう



砧地域

• 砧地域ご近所フォーラムに積極的に

参画し、｢ご近所カフェ｣を開設する

など、多職種連携を構築してきた

• 医療・介護職だけでなく、社協、

自治会、商店街、学校、民生委員

など繋がっている職種は多岐に渡る



烏山地域

• 介護施設が多い地域の中に在宅専門の

クリニックが増加し、そのクリニック

の医師が中心となって多職種連携が

構築されてきた中で、よりお互いの

本音をぶつけ合えるよう薬剤師会が

｢烏山座談会｣を企画・実施



今後取組みたいこと

• 地域ごとに連携の仕方が異なっている

⬇

各地域での利点を他の地域で生かした連携構築を目指す

• データヘルス改革、医療DXをどうやって高齢福祉・介護の分野でも進めるか？

• 処方箋受付の時だけでなく、それ以外の時でも対人業務の充実を目指す

在宅医療・多職種連携：チームアクセス

災害対策・公衆衛生 ：ソーシャルアクセス


